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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 91,851 3.2 6,601 191.3 6,930 167.9 4,975 196.2
27年3月期第2四半期 88,993 9.5 2,266 8.3 2,587 9.6 1,679 33.5

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 5,500百万円 （183.5％） 27年3月期第2四半期 1,939百万円 （△17.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 19.12 ―
27年3月期第2四半期 6.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 160,504 73,314 43.9
27年3月期 152,855 69,393 43.4
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 70,436百万円 27年3月期 66,326百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
28年3月期 ― 0.00
28年3月期（予想） ― 6.00 6.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 180,000 1.2 9,000 51.5 9,500 45.5 6,200 62.9 23.82



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

（注） 詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の
異動」をご覧下さい。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注） 詳細は、添付資料６ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表
示」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、

金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表レビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想につきましては、適正な情報に基づき作成したものでありますが、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる

場合があります。詳細は添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧下さい。

※ 注記事項

新規 1社 （社名） 森永アメリカフーズ(株) 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 270,948,848 株 27年3月期 270,948,848 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 10,692,107 株 27年3月期 10,658,302 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 260,272,828 株 27年3月期2Q 260,334,760 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間の業績は次のとおりです。 

売上高は、主力の食料品製造事業が好調に推移し、全体では 918 億５千１百万円と前年同期実績に

比べ 28 億５千８百万円（3.2％）の増収となりました。 

 損益は、売上高が増収であったこと及び売上原価率の改善、マーケティングコストの効果的な投入

等により、営業利益は前年同期実績に比べ 43 億３千５百万円 （191.3％）増益の 66 億１百万円、経

常利益も前年同期実績に比べ 43 億４千３百万円 （167.9％）増益の 69 億３千万円となりました。親

会社株主に帰属する四半期純利益も前年同期実績に比べ 32 億９千６百万円（196.2％）増益の 49 億７

千５百万円となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。当第２四半期連

結累計期間の比較、分析は、変更後の区分に基づいております。詳細は「３．四半期連結財務諸表（４）

四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」をご参照下さい。 

 

＜食料品製造事業＞ 

菓子食品部門 

国内では、発売 40 周年を迎えた主力ブランド「ハイチュウ」の定番品に加え、袋タイプのアソ

ート品や期間限定品などの売上が好調に推移し、「ダース」「森永ココア」も前年同期実績を上回

りました。 

一方、「森永ビスケット」はほぼ前年同期実績並み、「ミルクキャラメル」「チョコボール」「お

っとっと」が前年同期実績を下回り、主力７ブランド全体では前年同期実績を下回りました。 

その他のブランドでは、「カレ・ド・ショコラ」は前年同期実績並みとなりましたが、「ベイク」

をはじめ、その他商品群が好調に推移し、国内全体では前年同期実績を上回りました。 

海外では、米国、中国、台湾は前年同期実績を上回りましたが、インドネシアが苦戦したこと

で、海外全体では前年同期実績を下回りました。 

これらの結果、菓子食品部門全体の売上高は 535 億６千５百万円と前年同期実績に比べ４億１

千２百万円（0.8％）増となりました。 

 

冷菓部門 

主力ブランドの「チョコモナカジャンボ」及び「バニラモナカジャンボ」のジャンボグループ

は、引き続き好調に推移しました。また、「パリパリバー」「パキシエル」等のマルチパック商品

や「アイスボックス」も好調に推移したことで、前年同期実績を上回りました。 

これらの結果、冷菓部門全体の売上高は 201 億１百万円と前年同期実績に比べ８億５千万円

（4.4％）増となりました。 
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健康部門 

主力ブランドの「ウイダーｉｎゼリー」は、商品の機能性を訴求した広告展開の効果等もあり、

前年同期実績を大きく上回りました。「天使の健康」シリーズの通販事業は「おいしいコラーゲン

ドリンク」「パセノール™」関連商品が前年同期実績を上回り、通販事業全体では前年同期実績を

上回りました。 

これらの結果、健康部門全体の売上高は 138 億６千９百万円と前年同期実績に比べ 18 億８百万

円（15.0％）増となりました。 

 

 [主力商品前年同期比（単位：％）］ 

菓子食品部門  冷菓部門  

チョコボール  ８１ ジャンボグループ １０７ 

ダース １０３ マルチパック １１３ 

森永ビスケット  ９９ アイスボックス １０９ 

ハイチュウ １０７ 健康部門  

おっとっと  ９２ ウイダーｉｎゼリー １１８ 

ミルクキャラメル  ９３ おいしいコラーゲンドリンク １０５ 

森永ココア １０３ パセノール™関連商品 ３０６ 

菓子食品主力品計  ９８   

ベイク １０２   

カレ・ド・ショコラ １００   

※表内の数値は国内売上高にて算出 

 

これらの結果、＜食料品製造事業＞の売上高は 875 億３千６百万円と前年同期実績に比べ 3.6％増

となりました。セグメント利益は 63 億５千８百万円と前年同期実績に比べ 43 億７千１百万円の増

益となりました。 

 

＜食料卸売事業＞ 

売上高は、26 億７千７百万円と前年同期実績に比べ 5.6％減となりました。セグメント利益は１

億５千９百万円と前年同期実績に比べ１千２百万円の増益となりました。 

 

＜不動産及びサービス事業＞ 

売上高は、ゴルフ事業、不動産事業共に前年同期実績を下回り、事業全体で 13 億４百万円となり

ました。セグメント利益は３億５千７百万円と前年同期実績に比べ１千９百万円の減益となりまし

た。 

 

＜その他＞ 

売上高３億３千２百万円、セグメント利益４千６百万円であります。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は 1,605 億４百万円となり、前連結会計年度末

に比べ 76 億４千９百万円増加しております。主な要因は、連結範囲の変更に伴い投資有価証券が減少

した一方、流動資産の現金及び預金、受取手形及び売掛金が増加したことなどによるものであります。 

負債の残高は 871 億８千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ 37 億２千８百万円増加しており

ます。主な要因は、流動負債の未払金、未払法人税等が増加したことなどによるものであります。 

純資産の残高は 733 億１千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ 39 億２千１百万円増加してお

ります。主な要因は、利益剰余金が増加したことなどによるものであります。 

以上の結果、自己資本比率は 0.5 ポイント上昇し 43.9％となりました。 

 

連結キャッシュ・フローにつきましては、次のとおりであります。 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ 88 億６千５百万円増加し、204 億６千７百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は82億２千９百万円と前年同四半

期連結累計期間に比べ 43 億６千２百万円増加となりました。主な内容は、税金等調整前四半期純利

益の増加などによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は４億２百万円となりました。主

な内容は、有形固定資産の取得による支出及び有形固定資産の売却による収入によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は 19 億１千万円となりました。主

な内容は、配当金の支払額によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益

 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円

180,000
百万円

6,200
百万円

6,600
百万円

4,500

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 180,000 9,000 9,500 6,200

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 0 2,800 2,900 1,700

 

第２四半期連結累計期間の業績につきまして、売上高は主力の食料品製造事業が予想より伸長した

ことに加え、原材料価格上昇の影響が予想を下回ったことや、原価低減の取り組み効果及び商品規格

の見直し等により、損益は、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予

想を上回りました。 
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第３・４四半期は、主として海外の売上高を当初の予想より下方修正いたします。損益につきまし

ても、売上高の下方修正及び国内、海外ともに経営基盤の強化に向けたマーケティングコストの投入

等により下方修正いたします。 

第２四半期連結累計期間の実績と第３・４四半期の修正予想を踏まえ、通期連結業績予想数値を上

記の通り修正いたします。 

なお、当該予想数値の修正に関する事項は、平成 27 年 11 月４日発表の「平成 28 年３月期第２四

半期連結累計期間業績予想数値と実績値との差異及び通期連結業績予想数値の修正に関するお知ら

せ」にも記載しております。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

第１四半期連結会計期間より、持分法適用の非連結子会社であった森永アメリカフーズ㈱は、重要

性が増したため、連結の範囲に含めております。 

なお、第１四半期連結会計期間より、新たに設立した森永市場開発㈱（平成 27 年４月１日設立）を

連結の範囲に含めております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

      「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。

以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成

25 年９月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。

また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四

半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組み替

えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動

を伴わない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャ

ッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結

範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フロー

は、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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　  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位 百万円)

84,466 2,835 1,358 88,660 332 88,993 － 88,993 

384 87 293 765 836 1,602 △1,602 － 

84,850 2,923 1,651 89,425 1,169 90,595 △1,602 88,993 

1,987 147 376 2,511 34 2,545 △279 2,266 

　  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位 百万円)

87,536 2,677 1,304 91,518 332 91,851 － 91,851 

217 127 293 637 865 1,503 △1,503 － 

87,754 2,804 1,597 92,156 1,198 93,354 △1,503 91,851 

6,358 159 357 6,875 46 6,922 △320 6,601 

　  ２．報告セグメントの変更等に関する事項
　　　  平成27年４月１日に森永市場開発㈱を設立し、「食料品製造」及び「食料卸売」セグメントの一部事業を統合
　　  したことに伴い、第１四半期連結会計期間よりセグメント区分の見直しを行いました。
　　    その結果、森永市場開発㈱は「食料品製造」セグメントに含め、従来「食料卸売」セグメント及び「その他」

 　　  に含めていた森永ビジネスパートナー㈱は「その他」に変更しております。
　　 　 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載

 　　  しております。

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、研究用試薬の製造販売他であります。

　　　２　セグメント利益の調整額 △320百万円には、セグメント間取引消去 30百万円、各報告セグメントに配分していない
　　　　　全社費用 △248百万円、のれん償却額 △101百万円などが含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰
　　　　　属しない一般管理費及び新規事業開発費等であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

調 整 額

(注）２食料卸売
不動産及び

サービス

 売    上    高

 　外部顧客に対する売上高

 　セグメント間の内部売上高

 セグメント利益

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　(セグメント情報等）

食 料 品

製    造

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

そ の 他

（注）１
合 計

報告セグメント

   Ⅰ 前第２四半期連結累計期間 (自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

 【セグメント情報】

計

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
食料卸売

不動産及び

サービス

計

計

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、研究用試薬の製造販売他であります。

 　外部顧客に対する売上高

 　セグメント間の内部売上高

 売    上    高

   Ⅱ 当第２四半期連結累計期間 (自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)　　

計

　　　２　セグメント利益の調整額 △279百万円には、セグメント間取引消去 ７百万円、各報告セグメントに配分していない
　　　　　全社費用 △176百万円、のれん償却額 △97百万円などが含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰
　　　　　属しない一般管理費及び新規事業開発費等であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 セグメント利益

報告セグメント

そ の 他

（注）１
合 計

調 整 額

(注）２
食 料 品

製    造

　　 該当事項はありません。
　(継続企業の前提に関する注記）

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
　　 該当事項はありません。
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③ セグメント情報

（単位：百万円）

 事  業
平成27年3月期

第２四半期
平成28年3月期

第２四半期
前期比較 前期比（％）

 食料品製造

　     売   上   高 84,466 87,536 3,070 103.6

　     （売上高構成比） （94.9%) （95.3%)

　     セグメント利益 1,987 6,358 4,371 320.0

 食料卸売

　     売   上   高 2,835 2,677 ▲ 158 94.4

　     （売上高構成比） （3.2%) （2.9%)

　     セグメント利益 147 159 12 108.4

 不動産及びサービス

　     売   上   高 1,358 1,304 ▲ 54 96.1

　     （売上高構成比） （1.5%) （1.4%)

　     セグメント利益 376 357 ▲ 19 94.8

 その他

　     売   上   高 332 332 0 100.1

　     （売上高構成比） （0.4%) （0.4%)

　     セグメント利益 34 46 12 136.0

（注）　平成27年４月１日に森永市場開発㈱を設立し、「食料品製造」及び「食料卸売」セグメントの一部事業を統合し

　　　　たことに伴い、第１四半期連結会計期間よりセグメント区分の見直しを行いました。

　　　　その結果、森永市場開発㈱は「食料品製造」セグメントに含め、従来「食料卸売」セグメント及び「その他」に含

　　　　めていた森永ビジネスパートナー㈱は「その他」に変更しております。

　　　　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載

　　　　しております。

④ 食料品製造事業　売上高

（単位：百万円）

平成27年3月期
第２四半期

平成28年3月期
第２四半期

前期比較 前期比（％）

連結売上高 88,993 91,851 2,858 103.2

　食料品製造 84,466 87,536 3,070 103.6

　   菓子食品 53,153 53,565 412 100.8

　   冷　    菓 19,251 20,101 850 104.4

　   健　    康 12,061 13,869 1,808 115.0

　　国　内 78,525 82,222 3,697 104.7

　　海　外 5,940 5,314 ▲ 626 89.5

海外売上高比率（対連結売上高） 6.7% 5.8%

⑤ 設備投資、減価償却費、研究開発費
（単位：百万円）

平成27年3月期
第２四半期

平成28年3月期
第２四半期

前期比較

 設備投資額 1,189 1,552 363

 減価償却費 3,208 2,953 ▲ 255

 研究開発費 1,009 1,044 35
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④ 食料品製造事業の国内、海外売上
（単位：百万円）

平成27年3月期
第３・４四半期

平成28年3月期
第３・４四半期

前期比較 前期比（％）

　　国　内 75,983 74,877 ▲ 1,106 98.5

　　海　外 7,879 8,085 206 102.6

海外売上高比率（対連結売上高） 8.9% 9.2%




